
　

≪救助編≫



（２）傾向と課題

交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故
出動件数 11 3
出場人員 81 17
活動件数 2 2
活動人員 13 12
救助人員 2 2
出動件数 8 2 1 3
出場人員 42 11 5 17
活動件数 3 1 0 2
活動人員 18 5 0 12
救助人員 3 1 0 2
出動件数 1
出場人員 3
活動件数 1
活動人員 3
救助人員 1
出動件数
出場人員
活動件数
活動人員
救助人員
出動件数 0 0 19 0 0 2 0 1 0 7
出場人員 0 0 123 0 0 11 0 5 0 37
活動件数 0 0 5 0 0 1 0 0 0 5
活動人員 0 0 31 0 0 5 0 0 0 27
救助人員 0 0 5 0 0 1 0 0 0 5

　平成31年・令和元年中に西予市消防本部内管内で発生した救助出動件数は29件で、活動件数11
件、救助人員11人、出場人員176人となっている。

（１）出場件数
　　救助出場件数は29件（前年比43件減）で、その内訳は次のとおりである。
　　　交通事故　　19件（　〃　11件減）
　　　自然災害　　０件（　〃　29件減）
　　　機械事故　　２件（　〃　２件減）
　　　水難事故　　０件（　〃　１件減）
　　　建物事故　　１件（　〃　１件増）
　　　その他の事故７件（　〃　１件減）
  ※　前年自然災害件数は、７月豪雨災害による出場

２　事故種別救助概要

事故種別 火 災
合計

区分

　当本部管内においては、平成30年を除き交通事故による救助出動が多い傾向となってい
る。近年では通常のガソリン車よりも高電圧のバッテリーを搭載した電気自動車が普及して
おり、感電対策や高電圧機器の停止方法などの取得が必要不可欠となっている。
　今後、発生が予想される南海トラフ地震等の大規模災害に備え、各種災害への対応力、関
係機関との連携強化が課題である。
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１　救助概況
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交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故

1 1 2

0

高速道路 1 1

その他 15 15

内水面 1 1 2

外水面 0

山　　岳 2 2

その他 2 2 2 6

そ　の　他 1 1

0 0 19 0 0 2 0 1 0 7 29

交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故

19 2 1 6 28

10 10

20 2 7 29

1 1

0 0 50 0 0 4 0 1 0 13 68

交 通 水 難 自 然 機 械 ガ ス 建 物 破 裂 その他

建 物 その他 事 故 事 故 災 害 事 故 酸 欠 事 故 事 故 事 故

40 4 2 14 60

23 1 2 26

60 6 3 21 90

0

0 0 123 0 0 11 0 5 0 37 176

消防隊員

救急隊員

消防団員

合　　計

事故種別 火 災

合　　計

４　事故種別出動車両台数

事故種別 火 災
合 計

３　事故種別発生場所別救助発生状況

事故種別 火 災
合 計

救助隊員

隊員
合 計

５　事故種別出動隊員数

合　　計

指揮指令車

救急自動車

消防ポンプ自動車

救助工作車

車両

区分

水面

道路

屋外

その他

住居
屋内

ＣＣ

ＣＣ

ＣＣ

- 22 -


